
       １人１台端末の活用による実践事例 （小・中学校用） 

学校名 奈義町立奈義小学校 実践者名 野口 かなえ 

教 科 道徳 学年 第６学年 

活用内容 
自分の考えを表す 

意見交流 

実践日 令和３年９月７日 

授業活用段階

（岡山県版） 
Stage２ 

単元・内容等 団地と子犬 

活用の概要（目的・活用場面・使用アプリ名を含む） 

【本時】 

(1)教材を読む。 

 

(2)団地で犬を飼うことに対して、「飼っても

よい」「まよう」「飼ってはいけない」の３つ

の選択肢の中で、自分はどう考えるかを、

Jamboard で自分の考えを表す。 

 

(3)意見を発表する。 

・友だちの意見の聞いた後、自分の考えが変化したら、Jamboard の付箋の場所を動 

かす。 

(4)学習を通して考えたことや学んだことをスプレットシートに書く。 

 

実践者の手ごたえ 児童生徒・保護者等の主な反応や声 

Jamboard を使用することで、児童の考えや

気持ちの変化が一目で分かるので、意図的

指名ができ、話し合いを深めることができ

た。 

（児童から） 

「みんなの気持ちや考えていることが分

かりやすいので良い。」「友だちの気持ち

の変化がすぐに分かったので、おもしろ

かった。」 

 


